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アカマツ林における落葉の分解と

土壌堆積腐植層の形成過程

ff:~Æl I専清

A Preliminary Study on the Decomposition and Genesis of 

Soil Organic Layer in a Pine Forest 

日iroshiT AKEDA 

摘袈

アカマツ林におけるリター裁の推定と針誕のワターバッグ法による分解の央験の最古来から土壌

堆積探描閣を形成する有機物の分1即時閣を推定した。 8らに…時間断砲における堆税関組閣の微
おrm芸能鶴娯の結果からマツ林の:fiiI税関楠j閣における有機物の分解過程と土壌堆:fiQ関根i閣の形成溺
粧を錦査した。アカマツ林における土:llil:!J:龍樹憾椴j闘における有機物の分解や物質循環の様式につ

いての5考擦を行った。

はじめに

土壌の裁関lζ発述ずる;崎被関椴腐は森林の立地条件を反映している。土壌i百i樹儲椴j閣はi批l二か

らの落諜，務校といったリターの供給と，それらの分解過艇のうえに形成されている。土壌JiiI樹

関根{尉における分解の研究は蘇林控態系の物質1JI¥f球の機構を期解するうえで、裂である。

台くから林学者は森林こと墳の地関崎容ilimllについて関心奇払ってきた。ミュラー引はデンマ…ク

における森林の土壌地獄偽'楠閣を大きくム)V，とモルのニつの堆積織式に分類し，その後の土擁

Jíf~般関植の研究の器礎を成した。その後，森林の堆積関楠胞の形態について詳しい獄間北がヨー

ロッパや北アメリカの森林土壌について行われてきている由 O わが闘においても， Ij~8] 13)は北海

道の針誕樹林の土壌喰税特楠胞の分類を行い， :l技指関樹閣の形態がその}刻化学性とも関係してお

り， さらに鉱物質土壌とも僚級!こ関係していることを示した。

て1:1裳:fíJHP~閤椴関の研究は， ヨ…ロッパにおいてはマクロな形態の記述を終えて，その生成過

程を土壌微形態学の手法!こよりごとよ設の微金物，助物の役割から解明する研究が民間されてい

る1)2)15】。

森林生態系の研究において物質の内部繍磁の速度喜子推定する目的で土壌取税関拙閥のi乱溶漉

務校の致推定が数多くの森林について行われている11)。これらの研究はJifI積関税{胸の生成，間i阪

本や推定ずるうえにおいても設裂である。

この報告においては，事j'擦のリターブバッグ法による分解の史験と，…fI抑制Yri7iiにおけろJit:fi1!

本研究は文部翁科学研究奴(一般研究061560168)による助成を受けて行われた。
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椴の形態観終結果を述べ，マツ林のiíF.積閣J龍閣における分解過較とその形成過r~!~汚接した。

本報告を郷校fJQくだ怠った堤 利夫教授に謝;訟を談しますoi. tこ調議における便宜奇計ってくだ
さった上賀茂試験地の各イIIIζ1WJ認を涼します。

調査地の概袈

本調査は，京都市北部{こ位i読する京都大学J二賀茂獄験地内の天然生のアカマツ (Pi附 sdensi二

flO?'a)の磁占ずるニ次林においておこなわれた。調査林分は培服部に位闘い斜Tfiiの方位は:ftTil1.
傾斜度は約10J交である。上層木として，アカマツが優占し， ヒノキ (oh仰 2aeoyparisob似旬sa)奇

j見交していろ。下腐の楠生として常緑のヒサカキ (Euryajaponic品)，サカキ (Oleyerajaponica)， 

アセビ (Pierisjapo匁ioa)， 落漉樹として， コパノミツバツツジ (Rhododendro仰向ticulatum，

ネジキ (Lyonia0叩lifolia)などが鋭出している。 ζの林分は， 戦後の皆伐跡地にアカマツが成

林し，その後，アカマツの枯死跡;ζkノキが{受入し現住アカマツとの路交林分を構成している。

アカマツの枯死木から，林齢はおおよそ40年と推定される。木訪日査地の!降水殻は年間1650mm，平

均気織は15"Cである。土壌は市控腐を臨源とする砂掛，粘板岩を母:鳴としており，ごと壊は乾1~:の

褐色森林土壌 BBIζ属している。

調査方法

1.等瑞最とその分解速度の推定

アカマツ林に10X20mの鰐遊底を1設定し， dらにそれぞ 2X5mの小区聞にわけた。各々の小

限闘に25x25cmのリタートラップを一個，合計20if調設殻した。 1978年11月の投授から毎月ワター

の j豆l収を 1981年12月まで行った。回収したりターはアカマツ針~， とノキ針誕，その他の葉， ~~Î 

死校，パークなどに分けて各々 id? 1050Cにおいて乾燥後測定した。

ワタートラップ告用いて採集したアカマツの針識を材料として， ワターパッグ法によりアカマ

ツ針誕の分解過視を淵べた。リターバッグのサイズは10X10cmで2田町メッシュをj若いた。一つの

リターバッグに風乾したマツの針誕を 3g封入した。封入のf誌は自然におけるマツのワタ一帯下

!こ近似して決定した。約 300綱のワターパッグを分解の5経験に用いた。リターバッグは落誕の

終了した， 1979年2月に調査地に設蹴した。調査地に設けた20の小思闘の各々の中に 1Xlmを

ほどり，そのなかにリターバッグ金投践した。設穏にあたり，まず林床の落挺j認を除去したのち，

リターバッグ告林iヰミにi泣き針金で間定した。設置後，初期 3 年間は 3 ヶ)~おきに，後期の 2年

間は毎年2月lζ!潤i挺した。関j院したりターバッグは土壌動物的出装闘で土j葉動物を抽出の後に風

}j;告して窓畿イi?iHtl定した O

土壌堆積関櫛!関の惇さと:誌の測定

士J褒11ff蹴関根i閣のj事さぞ1971から1985&ドまで保年?謀議j認の終り 2月に測定した。設荷積25cI百
探さ 8cmの土;撞のサンフ勺レぞ調査地において15'"'-'20個採集し，実験室において土壌堆積鴎槌閣の

さをdliJ定した。

これとは別に， 1987年 5月に地形lζ対応した土壌堆積路樹閣の盤的な変動についての検出"id?行

った。淵資士山のj議辺の埼般部の北閉会;1部にsp・行して 5本のトランセクトを投(:J"， トランセクト iζ
沿ってこと壌:li1f讃閣椴胞の読と厚おを開定した。トランセクトは斜簡に沿って水平距離で10mであ
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り、ランセクトに沿って50cmrL{l!絡に土;臨堆fi!1鵠粧:闘を器開積10X10cm，深志10cll!'.まで掛取り，

そのj容さ会測定した。一つのトランセクトから採捺したご1~ 牒喰戦線繍j間在持ち 1滑り遣を&風胞の

後!と測定じたω

土壌堆積機構腐の微形態的観察

~f::1iMn積閣が'Vi?!の微形態観紫の誠料;:r 1986年11-12月!こ調査j悔のアカマツ林三L:t:lî!から 101~r，H采議

した。採擦にあたって，まず林床[ζ10xIOcmの読{佑ビニーノレの板ìj?開きその線にそってÆ況にこf~

j喪服ぞ深さ10cmまでナイフ (NTカッタ…)を用いて明R押した。その後 4つの切断簡に治って

:斑目立に10X10cmltl化ビニーJレの;僚を怒し込み，…断iliiを切りだしてこと鍛冶4つの織作ビニールの

板で問んで取り f:flした。践に10X 10ClIl邸化ピニ… )Vの1度合あてどニールテ…プで接ぎあわ-1.1-て~:rí

とした。 jこ壊賦料は突i験箆において数時j出かけて風jfl記した後，二tJ裁断商縦揺の試料とした。
L1;[化ピニエールの箱にゴ二壊をいれたまま，箱ぞアルミホイルで縫い， ~.自の上部から土壌の充jjJ~ 1fU

e流しこんだ。土壌の充j虫剤として，日本地科学社から71T販会れている p-レジン(不飽和ポリ
エステル樹脂で不飽和アノレキッ iごとスチレン議合モノマーからなる液状の樹11段)，触M~ としてメ

チル・ょにチル・ケトン・パーオキサイ I~' ， {足進剤としてナフテン被コバルトをmいた。摂剤
1001ζ対して促進剤0.2%，触蝶2.096ぞ協合したのち土税制spζ光摂した。開化{計五迎で常椀に

おいて約 1EIで誠料は間化レた。

樹脂;:r光右足した鼠料から岩お切断機やもらいでこと;畿の漉流断所在大きさが繍船 5cmX縦10cmで

さ1cmとなるように切りだした。…次切断結料のJ謀者[併を自動1肝臓機をもちいて一次研絡した。
研締結料は超音波洗浄して試料Iζ付殺した研勝剤ぞ除去した。館料の乾燥ののち，話料の研勝illi
eアクリ Jレ変性物からなる光化学接税斉u(臼木地科学社製)を用いて 5X 10Clll，ぢ 3mmのスラ
イ/'.グラス {ζt~持した。

スライドグラスiこ接若した試料は掛ぞi切断機各府いて約0.5mmの停さにご:次切断した。ニ次切

断話料は…次lîJf腐と問機にお00 のカーポランダムぞ研勝剤とし I~I!fUJliJf勝機において序さ0.1割田ま

で研持した。大m!の試料を均一にFl問研腕機により研隣寸ることは難しいので， {JJ:のliJf臓は硬
質ガラス板のーとで普3000のカーボランダムイ日肝鰐剤としてO.05m臨の浮さまで(!ff燃した。 J肝燃の後

j出育波洗浄機!こより付穏研勝部を除去した。研燃慌に光化学誠治剤，令もちいで大都のスライ 1"グ

ラスで程まった。

観察がこtl海地割符楠府のみで鉱物質の土壌府守対象としない場合，壌jlf~制1弱点目i腐の;試料はポ

リエチレングリコールやj刊いで充喰した。試料からの簿n"作成法は武問(1986)8) 
る。 lf引~it:t~Ef1まミクロトームをJf:Jいて40/trζスライスしで縛Jtそ作成した。

結果

1. ワター供給i誌の挙節変化

~ ~1て L 、

淵斑地におけるリタ一般の季節変化を隊IJにおす。…年の総務挺抵は. 1979， 1980， 198]{ドに
おいて，おのおの4619，4137， 4961kgjhaと年次主主通じて安定していた。ワタ…落下数はfYjl服な

季節変イじを示し，総務誕殺の80%以上が11月から 2f!iにかけて銭1'1'1していた。アカマツ針

;は立198加6，2616， 2549kgjhaであった。アカマツ針諜lこ次いでヒノキ針躍のjlil]合がfFljかった。
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ほjl.アカマツ林におけるリター放の不安程変化. '7ツ金I"û~は思い羽f~分その他のリタ… I~l色部

2. アカマツail・mの分解lζ{¥I!なうの変化
~1-2 A. にアカマツ針・擦の分解に伴ん:う沼の変化J告訴す。 リタ…パッグは初期3ヶ月11甘{こ
り…チングlこ伴なう波放の減少をおした。その後 2:t1~liWJ~通じて針部の沼設は指数関数n甘 lζ減少

した。 3 伴自立立からは，設は定Jlt~状態lζ注し変化はなかった。沼泣の減少の変北から，分解過
程If'~(j，くの 3 つの期間に分けることができる; 0-3ヶ月までの初期リーチングによるJ町議減少期，

4ヶFJ…2年 6ヶ月までの指数減少期 2年 6ヶ月一 5:tFまでの主主防JUl。各々の期間における分
解速度は， 0lson6) の指数分解式の係数 00で K1口 O.054， K2 = O. 024， Ka口 O.000049yl'_1と
分解が混在?につれて分解速度の低下が認められた。リタ…パッグは初期の 2:q::nmは:L}聞に位慨し
ていた。 3 IヨからはFm:lの上部lζ位慨し，史験終了の 5年院にはリターパック告のょには約 2-
3 cmの増税J肉椴腐が形成されていた。また 3"ド|ヨ頃からリタ…バッグ!刊に潟lf艇の侵入が認められ
fこ。
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点1

間2. A.B.，A:マツ針誕の分f切にともなう況滋の変化， LI> 12， I~ Iまリターバッグが
IJl (リターj悶)， L2 (2年FIのワタ一般)， F )i'!:1Iζ11'tfiilずることや示す.B， Ao )fi'J 
のF認さの年次変イじ.平均の序さ土:保対立倒設で7Fしである.

3.ご!こi畿地被潟市首脳の年次変化

土壌:lí~盤機縮問の縫とリター供給泣からこと域:líH1H潟楠胞の j五111記述j立を求める場合， リタ一段給

と分解議皮の閲にSIZ衡が成りrr.っていること奇検討する必裂がある。 J({~狛鵠樹腐の障さの年次

Tニカ{， 1980日 1985ff:(ζカ3けて

- -、、、、、、、、、、、、、，

。~百" 、
ー』

時。幽

£ 崎...・

O a qJ 

O 5 

一一一一 ‘-、一一一一司

さは 2.5cm-3. 5cmと鴻加の樹li:Uを訴し

L 

F 晶、、‘、、、‘、、、、、、、、『晶、司』屯日 1 官 冨司h、、 h 司』、、、冒

F 

1者3.10 111の7Jく司什、ランセクト lこ沿っての

Ao胞の発主主.来i色?司51止LJiiiI，斜線{¥j¥
1まp腐のjりさ，i波車~は AoJcgJのE認さの
-'17.;経){iE[.C.V，は変動係数(線機{磁器/
平j~JM[XIOO%).

閉まトランセクトの得l'i}.
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f追ってこの;;JliJff.地において， リター出給と分解法1立に I ;J: 'F~衡が成りカ:っていること金 lìíl梨とする

ことができる O

4 .1:1議抑制J肉付[)J'<'!の地JI~Iこ 1'1': なった変化

+.ì，!'iOi1i硝i到~j![}mの jifが小!日硝i々の士山JI~変化 lこ対J，志してどのように変化するかについて，訓資j也

のJ，!iJ;ill の j苔H~I';I)'こ ~FrIIii iこI'i'tってi没i;に5;1三のトランセクトについて 1:線写'1(も海省Wr"I())ー治会制/1工

した。制見iをjズ1.:3 iこ示す。取るも謝傾斜l立場思?ととで変動を示した。変動ほは変動係数で25%…

48%であった。また、II.J;f:JのI二i裳i北部関倒的のさはトランセクトIJ"IJにおいて4.5…(j.f)ClI1と変動会

示した。二妥結部潟ダ(!J可jのはトランセクト 1と4において， 51t/ha， 42t/haであった。トラン

セクト 3においては 13mといった小スケールでの土壌li(i組側相関の変化が認められた。

こうした小スケ…ルでの変動 lぷ/::Jì'i'l林水や，下Jfi'lill!(伎の íii:í'の法部へのリタ…の líHi'llこより，f~;;IYJ さ

れる o 一方， トランセクト 4 5においては，斜聞の[111111，Iこ対応し 5111 %lJ史のスケ… Jレでの変[fVJ

が認められた。

5. 寝耳Iiも111~~1!iJttlの微形態議娯

1… 2/ここ/-壌j初日ITの締片I荒木告示す。 10

ごとでのし. F. HIP'IのさはÐl~ っていたが，

1l1 0 c1 el・)\~をノ日した。

5 1 1， 1J'i'1の形態(写真 3 1， 2) 

しで

イ:綴lili五三瀦鮪JAIの段 i二行1)/ζ{)i.!慢し， それに続く]手間から答易lこ/Z別される。純物遺体はこのJfi;1

仰に 1… 2+!:1rf まる。 LJき11主主 iこマツ Øl・Tl~から成り J!:つ。金|燃は分解約制を受 It でおらず，

{ま光令であり ~li1'E\B 告訴す。

5 2 FJi'i'lのJI討議(写真3…:3. 4) 

[i' Jfi'Iは門t物的な分解活性の高いlí'l'l である。 ~W協のj立体は分解Jこより!.I.\褐色 {ζ変化しており，針

地内にはササラダニの脱ぷんの括的が認められる。物述{木の淡TfIîや主物~主体のh'司には:.:1::1唆trrïJ込

ifVJI初， トlゴ・ムシ， ササラダニの)j~l~{んの地駁がみとめられる o F'IJ'i'1ド，Iyl5Iこは[1'自殺0.5mIU和!史の納l

似が分布してL、る 0

~，:訓子Hll!においては ):.llil!士機動物は締で. J:壌勤務のほとんどは小引の節足動物， トピムシ，サ

サラダニから成 1)J!:っている。小山の節足動物はその限食様式から内食性 (endopha品川18) と外

ft ，~/: (ectophag'ous) ，こ分けられる。 ササラダニの -1作(ヒメイレコダニ， とメイブザダニ)は

Ol'誕の111，こ穿孔 Gll~内部分をj'H食している。ササラダニの.~'IJ1:とトピムシの多くの関

の表l(rÎ 俊樹う保1糸~摂食している。従って， 1)~1交官1:のササラダニは純物遺体の諜肉汚15を食物資制

としており，府内部令分解するjMi類と共通な資源利Jliを行うことで競争意?となっている。

11"[物遺体の表iiliiこ生えた iJ?m食するトピムシはグレ…ザの役¥'10告はたしておりへその限食
れつniJ?;迫じ を促進している。結って，小!In!i'ii'i)i!動物の分併に

おける役訓告，内ftiil:のl倒産的伝分解と外食院の!日j接的tJ分解活動{こ|弐別ずることがでふるヘ

ヨーロッパの森林のモルやモダーの形成においで沼裂な役i!付金はたしている， ヒメミミズの働き

は， この3品交J自においては;認められなかった問。そのJt]t凶として，水晶Iff.J自はJ;ii;'lil:の Uj誌であり
if:jい水分条件奇必授とするじメミミズの生息!こ過していないことを恭げることができる O

5 :3 H@の形態(写真3… 5， (j， 7) 

H仰はリターなどの柏物i山本の組織が分解のがi県，その組織が肉|恨で認められない制度まで分

解した千'f機物から1おり ¥7:つ肘U1.として定義されている O ここでは撤お11形態の設立紫から HIJ可の特叡
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10cm 
J:J:r~ J Modcl'‘ tli'~のこl:綴写n有'n諸lrWí?Iの 11日ïN'!r mi



2 3 

.10c 

10cm 
~1:Jrミ 2 i¥loder lli'lの土壌jをもsi腐続!討の変異. 1・ 2では築総長?としてのH肢が発達している. :)ではH防が余号発途していない。

25 
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:3.~ 1 : 1..1J討に似i授するマツall'楽(11). 終1ぐし
て 111::以内で炎耐におけるIMiのコ口ナイズはjffi
んでいない。

!ザ災3

3… :1 : F' 11;';11こ!fi!，られるマツ針挺(]>)はササラ

ダニのおl食.a受tn議内は脱ブン(j・) 1ζ変化し
ている.炎i仰こも節足動物の脱プン(j')が1~'
;r;fしている.分f.J7(.しているリターの11"1に梨11紋が
jiなめられる (l・). 

:3 5: HJ刊におけるおIH1~ (1')とそ~'L.aおおう

J~'(;プシ(1')から})える Jj 、fli~の 1'11幼.

か 2: I~J/'!Iの F8jSIこ位 leCする!止、議総(品)と?

ツの泌(川.浪治iiこ初色の1治糸が認められる.

3-4 : FIi切における有機物語コ分布 ll，P Iまマ
ツ事!サ~. fはJJ見ブン.

:3 G: H}f切における脱ブンの集約(1')，その

III(ζ潟IWQ (1') が発ì~告する.



.'3 - 7 : IIfI'i:)における脱プンの分解iこ伴う変化.

務い脱プン(yf)は渋食した有.機物語コ色を示すが

分10/(，1ζともはいも祭器がこわれ瓜色化ずる (of).
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3… 8 :鉱物質のごと嬢矧 (A)IこH籾から混入し

てきた Jll~プンを主体とする分解脱物は小さいlヨ1
f:iI.1:YI'る(品).ぬ航機物と鉱物貿 (1=/い部分)の
in合はill.¥ぃ.お11似の発述、(1')が秘められるo

守述べる。 PIWにおいてササラダニに内部S1?以食された長I'ru!の表皮のi波岐に{'I':なって， I分Tlliに集

積していた税ぶんは放I:E¥されド万のH)fi;!1こ集積する。また版物i樹木の表制lこ銀総していた腕ぷん

なども防水によりド万の日開 lζ移動1~観ずる。従って，日1mは 11:物分[97(，の肢も挑んな F}Wから

の分解R針路や難分解の結巣残務した館総逃休の組織の一宮1)が増加する築制}W とみなれる。日}~j(こ

は均較的諮い分解陸物からい分解脱物まで鈍る分解11寺山を縦fニ分解産物が議官iしておりそのな

かに殺11艇の発述が;翠められる。日間における分解説物の主体主?なす節足動物のj悦ぷん!ÒI:~即位拾の

分197Mノ何日を受けて変イちしでいく。こうした分解作用は脱ぷんの分併に伴なう形態の変化に認める

ことができる。この変化lこBaPlは aging、という名称を与えている。 agingにともない摂食し

た純物j母体の組織の色彩1?:lf~すー脱ぶんは，閣制化により褐色に変化していく O

5-4 A}fiEl 

日胞に擦も1した分解残物は下方の鉱物誕土壌に腿SりこみA}回初12成する。 A}fiElにはH}関から
供給された分解脱物と鉱物斑がモザイク ~I)\Iζ分布している。)J見ぶんは集合会しめしている，その

なかで捌々の脱ぶんは分解作用をう u.県柏イむしている。 A閥には磁総数s1mから 1cmの根が分布し
ている。これらの恨は枯死後ササラダニに内部をi~~食され A胞における

5 5 アカマツ針策の分解治組 (TJ.y~ 4 ) 

り)t(:4 

，1 1: L Ji'fIl"郊の?ツ lil・(f~.
務下後lζi(!!肉は初包化し，公

iYrIのワックスItZHこ以桜むのi'fli
糸がコロナイズしている.こ

うした針策は分解2主1.:11くら
いまで見られる.

となっている。
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'1…2 マツ1t1汝3はP@におい
て!掲の分併により議持部分を

消火している.

4 :3:. ，1 ，1: PJri:llζ才ゴL、
てIlI・取は 4 2の閣による分
解i>受けるか. 4…:3 

，1 のようにりサラダニによ
りj'U食される.
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務下院後のrm免除詐取は武ぬ色を訴しているが分f97f:Iこ伴なって…年以内にぬa化していく。部下
後 1… 23ドの針漉は表n1'1例措糸lこコロナイズされ夜間が裕的化してくる (4…1)0 刊誌jに
おいて， jhliにより分解された針漉は蕊J)!(Ii'E!とそこぞ撹う高i糸ともにトピムシやササラダニに1'1:];食

主れている。分解Jこともない部下2年間関から|仔食性のササラダニが針誕内に穿孔し諜肉部分は

j~1立されJJìêぷんに変る( 4… 3， 4)。またiil-挺によっては， t墳の分解により，粥内部分が荊失
ずる(4… 2)0 Fm!において， ~!・~~は土壌総務による分解架と微生物による分解挺に変化する。

地終的 lこ針1Ï'lは JJì~ぷんや米分解の組織バーとして H)i苛に策秘する。

5…(j ~:l~系の発述(写胤 5 ) 

ワターバッグの設日ごろからリタ…パックボ内部への制if誌の器入が認められた。これはち
ょうどリターバッグが1"閥iζ逃したIk1'期に相当する。町民jの下部から H)簡にかけて 1畑以下の和11
艇が分布している。 アカマツの綱11艇はクt~~Thli艇を71~Jおしている (5-1 ， 3)。 これらの潟11艇は

おと A制の境界lこ分布する数脚から 1CD1ほどの枝根からIUている Cf3-J'ミ1， 2)。
)mの枯死病11棋やAHi'!の枯死線はいl部の水費者11分をササラダニ!こより鍛食されている (5… 4)。

?チ災5

5 1: HJ聞こ分布するマ
ツのお111只(r )， 外 ~I: の
閣総を発迷させている.
( 0)，有数私(f‘)， Jj活

ぷ/し・

5…2 : H)ii:!におけるおii死

阪線 (dr)，ぷ総色をカミ
す- IはJll'iiプン.
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5 4: H胞におけるお!i死
梨11絞，内1.11をササラダニエ
(1')により摂食されて

いる. l'・:潟11)，災 :0分WI
した有機物のアJレモノレフ

ヰス.

枯死したi羽根はjJiぬ色のi持糸{ζよ 1)混われている(5 2)。

祭

5… :3 : HJi?lの分W(.@物
(1') ，ζ発迷する γッの

外//:j'l\îjj~ (1・).似の炎1M
{こn色IW糸が浴j準(h)し
ている.

アカマツ林におけるζ[二段:lí:ff鍛務長W~}の形成過をワターバッグをもらいた

ら調査した。ニ1:線写nるでお制服の
分解jii'f!I均が鉱物質こL:壊と似じり合うTiM皮によって，分解が辿く分解版物が鉱物泣ごL:J!lli，こiJ白詰ぎった

lllull E;~ と， 分解がj出く分解説絡が鉱物流二i:!裂の上{こ Jilf射しぃ1it都路11Wr'1奇形成する molafq

の二つの:1ftちで潟制仰をjJJij{iUiとして述続的{こ変化する。この朝廷i.1出におけるこI:J!lliは，分解版物の集

積1mであるH胞の先述を治すl110derEil!の土壌1m都潟舶を:ijくした。

土壌:liJf秘I潟者iWj~1の形成過程ゃ，掛林における物混の術部磯部制堅金子ずるうえで，分解泌総の研

究は袈である。有機物の分解は 1. ワターパックーをjマIJいた分総本の推定 2. リタ-fJ~給放

とご1: 1克J訟も!11削減仰の況の比率から求められるリタ…の平均残子y: lI~nWJ;り;~iこ抑定されてきている。

リターバッグ法は概準的な方法として分解の災駄にJ[jl、られてきている。
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この突験においてリターパッグは分併にともなってTJ}P!Iから FJi司法で移動した。また分解iこと

もなった，事，.誕のjl~i畿の変北ゃ土壌滋物+mのi援移が認められたω。分j仰の開始 3 年 1.=1911からワタ

…パック。への潟1I~1~の使入が認められた。したがって， リタ…バッグ会用いての分解の実験結果は，

ほほi当然の分解の過程奇反映していると考えられる。今昔:での多くの分解の研究は 1-2(，1さとい

った続期間の分解を地跡したfuf先例9) が殆どであり，分解にともなったZ音放の変イちは分解による

法授のm設減少により説明会れてきている O ζの研兜においても， IJ Jiヨの需品狭から，長1・~は分解

によって滋i糸に讃われていたが，針濃の器開や針葉開lζ著しい分19.革路物のヰ(I闘は認められなかっ

た。したがって， この期間の安!引きのの減少は熔脱や微強物の分解uこより生じていることがお

!俊される。

この突!般においてリターバッグが利関に弼;注する 3年間頃から， リターバッグに封入した針~

の沼地減少が生じなくなった。このような分解にともなった分解惑の低下は長期の分解.実験にお

いて既に報告されてきており， 分解取の低下は灘分解f誌の物質の残布によりi説明されてきてい
る 3}O 撤形識の観察から F閥においてíÍÌ"1・誕の波間や安i・2諮問には土;総務J4勿のIJ)~ぷんといった分解段

物のi投獄が認められた。リターバッグがF関!こイカ:慨するようになると， リターバッグにおける針

諜の滋-変持はJ二部からの分解路物の加入と分解による器質の主!~1強化と下方への分解産物の流出

奇反映するようになる。 FJi習におけろ観察は分Wr:の後期における殻減少の低下は単に2志賀の離

分解袈3誌の~得によるだけではなく， ワターパッグへの引1:1静からの分解産物の加入守反映するよ

うになることぞ示している。

従って，長期の分併を砂防'Zずる場合，その斜i:!:l~の解釈にあたって注;習が必要である。分解が良

WJ聞かかるll10rゃ 1110del'般のこと境地税関組閣制寺つこと壌における分解の速度&推定する場合，
リターバッグ法{ζ代るものとして， 第二の刀法である土壌iiJI街Iお駒市!の汲 (Ao… j関設)とリタ

ー洪給Eまから求められるリターの平均残菜子Ii寺IWをmいるのが好ましL、。 ζの方法を用いる場合，
会検討することが必裂であるo この翻査地においては， ワ

タ-{j~給と Ao}菌数ともに年次的 lこ安定をしめした。次に推定において開艇となるのは Ao}悶にお

ける根抵である。 このf;J1iJ強地において， Ao開?誌は52tjha.， リター 4.6tjha.であり，平均投

下戸時ll'iJは約9.1年と推定されるo日n定lこん，ζ合まれる根抵， 3. utjha.， 会考慮すろと何g定的は

8.3年となる。

Vogt 等J.j)，ま Ao府における千子機物の1J'l刊誌速度&指定する場合， J治j二1{11のリターの加入と同様

に士山下部からの綿根のワター加入の牲を?指摘している O モミ林における有機惣の平均残硲Il~

Il'iJは梨II艇の力11入を計算に入れた場合， 8.1イド，入れない場合， 31. 7作と， IIij転迷i皮は納椴により

速くなっており，細担の有機物の循環における役割の波嬰~I:が示されている 14)。この調査におい

て殺11般の関紙壊を蛾1さしていないが，指ni誌の加入とその分解令考磁すると Ao における有機物

の!日111日速度は8.3{1::よりさらに煩いものとなろう。

は， JJ~質の襲m分解により説明されてきて

いみ。しかし， ここでの土壌堆割終楠j爵における分解の鶴按から，法聞はF}i);!Iこおいて土壌小製

節足動物であるササラダニやトピムシにより摂食されたり， 1請の分解を受けて~I~質は分解版物lζ

転換されていた。さらに分解詑物は鉱物質土壌との;境界[こ集税関 (H閥)喜子形成していた。土機

j往f~!!Þ者組閣の発述は，器質の離分19判24b反映すると同時に分解産物がF取iや H)留においてiJì~質に

付着したり iíJIるをしており鉱物質土壌と蹴じり合わないことによって説明される。こと;臨場程(~為=植]P!1

の形躍は分解建物がゴニ域においてどのように分布しているかによって決定されている。

通常， 11101'やlIlode1'到の地獄鴎~lal国は肥沃j交の伺いi防相:の褐色森林二とやポトゾノレ土壊に発述

している O ζれらの唯樹閣梢閣をもっ土壌において椴物は謎分吸収の主体らな寸劇Il般を Ao府に
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発i逆させている。そこで，植物は植物遺体や分解脱物から間接，またはl矧認をかいして謎分の段

i院4是正l'っていることが治唆されている1品。二上:壌地積1肉離の発i選L，t，こごと;壊における樹木の幾分!没

収や物質の術環の機梢を探ることの市:袈性が~I控されているゆ。

ここでJfjいたごと機微形態の手法は，今まで物質f府部のliW?'EIC.Jfjいられできた研究手法とともに

利用することにより森林生態系における物質縮E誌の研究者子治めるにあたって有効な方法を提供す

るO
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Resume 

Deeomposition processes and g-enesis of soil ol'g-anic layel' were studied in a pinc forest in 

Kyoto， Japan. ~rhc soil ol'g-al1ie layel' s110wed乱 moder type whieh is charaむterizedby the 
development 01' the H layel' COl1sisting-of the faunal faces. The decomposition processes WCl'e 

studied by the littel' bag-and t11e ll1icl'omorpholog-ical obscl'vatioll methods. 'rhc developmel1t 

of the soil ol'g-al1ic layer was 1l0t sill1ply duc to the slow dccomposition of substl'ates， but the 

aCCU1l1 ulation 01' decoll1poscd matel・ialsOIl al1d in thc dccomposil1g-needles al1d the H layer. 

'l'he decompositioll processcs in thc soil 01・g-aniclaycr WCl'C shown in the attached photogr品phs.




